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Rethinking of “Bruckner rhythm”: 










 「ブルックナーリズム Bruckner rhythm」という用語は、1 小節を 2 と 3 に分割する（通
常、2つの四分音符と二拍三連符から成る）リズムパターンを指し示すもので、ブルックナ
ーの交響曲を特徴付ける要素のひとつとして、現在一般的に知られている（Williamson 2004: 
79）;（Hinrichsen 2016: 74）(1)。特に《交響曲第 4番》に顕著なリズムパターンであるが、す
でに《交響曲第 2番》の中に潜在的に存在し、《交響曲第 6番》では変形して使用され、《交


















ナーリズム」という用語が用いられている（門馬 1999: 140）;（根岸 2006: 208）。 
(2) 《交響曲第 8 番》に現れる「ブルックナーリズム」は、すでにコルテによって「ブルックナーリズム」
とは無関係な視点から分析が行われている。このことについては、第 1章を参照のこと。 
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うに 1 小節を 2 と 3 に分けるリズムだけではなく、図 2 のように 1 小節を 3 と 2 に分ける
パターンもまた「ブルックナーリズム」と呼ばれる。本論文では、単に「ブルックナーリズ
ム」と記した際には、図 1と図 2の両方のパターンを示す。 
  
          
  
 
 図 1 や図 2 のような「ブルックナーリズム」が先行研究の中でどのように記述されてき
たのかを、主に近年の研究を中心に考察することにする(4)。 
                                                                                                               





図 1: 1小節を 2 と 3に分割する 
「ブルックナーリズム」 
図 2: 1小節を 3と 2に分割する 
「ブルックナーリズム」 
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これは「ブルックナーリズム」として知られている(7)。（Cross 1962: 158） 
 
 この記述はミルトン・クロスらによる音楽事典 Encyclopedia of the Great Composersのブル
ックナーの項目において見られるものである。1960 年代に編纂された音楽事典の中で、す
                                                                                                               
(5) These may be melodic, in which context the famous Bruckner rhythm immediately comes to mind, occurring as it 
does in most of the symphonies from the Second onwards. Yet even so instantly recognizable a rhythmic tic can be 
used with great variety: melodically, as a brass signal (as it first appears with a significant modification in the Second), 
as a string ostinato (as in the Sixth, once more modified). 
( 6 ) mit der später als charakteristischer》Bruckner-Rhythmus《 empfundenen Addition von zwei Vierteln plus 
anschlißender Vierteltriole: 2+3. 
(7) The second element is a rhythmic pattern so often employed by the composer that it is known as the “Bruckner 
rhythm”. 
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ウェルナー・コルテによる研究である。コルテはその著書 Bruckner und Brahms: Die 
spätromantische Lösung der autonomen Konzeption において、ブルックナーの交響曲は「主題
の核楽想 Thematischen Kernzeile」が旋律的・リズム的な「変異 Mutation」を伴う構想を、
作品の根底にしていると述べている（Korte 1963: 27）。コルテは《交響曲第 8番》の分析を
通し、《交響曲第 8番》は第 1楽章の主題が少しずつ変化することで、交響曲全体を形作っ
ていることを明らかにしたのである（図 3）（Korte 1963: 27）。 
 
 
図 3: コルテによる《交響曲第 8番》第 1楽章の主題関係図 
 
                                                                                                               
(8) 上記のクロスによる音楽事典では「ブルックナーリズム」という言葉が用いられているが、それでは現
在一般に知られている音楽事典 The New Grove Dictionary of Music and Musicians 2nd editionや Die Musik in 
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して取り上げられている（Korstvedt 2000: 31-33）;（Horton 2004: 147-152）。 
 後年、コルテと同様の態度で《交響曲第 9番》の分析を行ったのが、ウォルフラム・シュ
タインベックである。シュタインベックは《交響曲第 9番》をコルテと同じ視点で分析し、




















年月 《交響曲第 4番》に関する出来事 
1874年 11月    初稿完成（第 1稿：1874年稿） 
1878年 11月    改訂稿完成（第 2稿：1878年段階） 
1880年 6月    第 4楽章の改訂（第 2稿：1880年段階） 
1881年 2月    ウィーンにて初演（第 2稿使用） 
   12月    カールスルーエで再演（部分的に改訂） 
1886年 8月    改訂稿を破棄 
1887年    再改訂稿完成 
1888年 1月    ウィーンにて再改訂稿演奏 
1888年 2月    再改訂稿の最終改訂（第 3稿：1888年稿） 
1889年 9月頃    初版出版（第 3稿に基づく） 
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 以上のように、《交響曲第 4番》には大きく 3つの稿が現存する。1874年に完成した第 1
稿あるいは 1874年稿。第 1稿を 1878年に改訂する形で作られた第 2稿。第 2稿には、1878
年段階のものと 1880年段階のものの二種が存在しているが、これについては後述する。そ
して、第 2 稿に改訂を加えた稿が 1888 年に成立した第 3 稿あるいは 1888 年稿である。そ
れでは、それぞれの稿について、簡単にではあるが見てみることにする(10)。 
 まず、第 1稿（1874年稿）は《交響曲第 4番》の最初の形態である。ブルックナーは第 1
稿の初演の機会を探したものの、第 1稿を用いた初演は行われることはなかった(11)。 
 第 2 稿は、先述の通り 2 つの段階が存在している。1878 年段階の第 2 稿は、ブルックナ
ー自身が自筆譜に書き込んだ「村の祭り Volksfest」という名称で知られる第 4 楽章が付け
られていた。しかし、1880 年段階の第 2稿では、この「村の祭り」は削除され、新しい第 4
楽章が付けられることになる。通常、第 2 稿と呼んだ場合は、1878 年段階の第 1 楽章から
第3楽章と、1880年新しく書かれた第4楽章を組み合わせたものを示す（そのため、1878/1880
年稿という呼び方も存在する）(12)。 
 第 3 稿は、近年までブルックナーの弟子であるフランツ・シャルク Franz Schalk（1863- 
1931）とフェルディナント・レーヴェ Ferdinand Löwe（1865-1925）が中心となって改訂し








                                                                                                               
(10) 《交響曲第 4番》の成立事情と異稿問題については、現在でも議論が続いている。レオポルト・ノヴァ
ークを中心に進められた新全集の《交響曲第 4 番》も、上記で挙げた 3 つの稿についてはすでに出版され
ている（第 1稿：1975年、第 2稿：1953年、第 3稿：2004年）が、いまだ《交響曲第 4番》の校訂報告書
は出版が待ち望まれている状況である（第 3稿の校訂を担当したコーストヴェットによって準備中）。その
ため、本稿では《交響曲第 4 番》の成立事情および異稿問題については、次章以降の分析に必要な情報の
みを扱うことにする。異稿問題についてはデリック・クック The Bruckner Problem Simplified 3: Symphonies 
3 and 4 および、ベンジャミン・コーストヴェット The First Published Edition of Anton Bruckner's Fourth 
Symphony: Collaboration and Authenticityに詳しい。 
(11) 第 1稿の初演の企画は、主に音楽評論家のヴィルヘルム・タッペルトに協力を仰いだものであった。ブ
ルックナーはウィーンでの初演よりもベルリンでの初演を強く希望していたようであったが（Harrandt 
2009: 168）、それは叶わなかった。第 1稿の初演は 1975年になって初めて行われた。 
(12) コーストヴェットは第 3稿に関する研究の中で、第 2稿の 1878年の段階を「Version IIa」、1880年の段
階を「Version IIb」と表現している（Korstvedt 1996: 5）。 




こと（Korstvedt 1996: 16-21）。 
(14) コーストヴェットは、第 3 稿について次のように述べている「1888 年稿は、長い間学者や演奏家たち
から無視されてきたが、最新の研究は、この稿は作曲家が全面的に参加して準備され、出版されたもので
あり、《交響曲第 4番》の十分に正当な稿あることを明らかにしている。それはつまり、この交響曲のブル
ックナーの最終稿なのである」（Korstvedt 2005: 1）。 
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 第 1楽章 第 2楽章 第 3楽章 第 4楽章 
第 1稿 ● ● ● ● 
第 2稿（1878） ● ○ ▲ ○ 
第 2稿（1880） ● ○ ▲ ▲ 
第 3稿 ○ ○ △ △ 
 
 この表からわかるように、第 1 楽章と第 2 楽章は全ての稿で、音楽の内容は比較的共通
している（オーケストレーションの変更や構造を損なわない程度の小節の削除のみが行わ
れている）。しかし、第 3楽章と第 4楽章では、稿によってその音楽が様々なことがわかる。
第 3 楽章の場合、1878 年段階の第 2 稿で書き変えられて以降は共通するものの、第 4 楽章
では、1878年段階の第 2稿、さらに 1880年段階の第 2稿で書き変えられたことにより、《交





第 1稿   ＝A稿 
第 2稿（1878年段階） ＝B稿 
第 2稿（1880年段階） ＝C稿 
第 3稿   ＝D稿 
 
 本論文では、上記 4つの稿を用いて、《交響曲第 4番》の各稿毎のリズム変容プロセスを
明らかにする。 
 
第 3章 《交響曲第 4番》のリズム分析 
 
 本章では、第 2章で名付けた《交響曲第 4番》の 4つの稿のそれぞれの楽章の分析を行う
(15)。第 2 章で明確に示したように、4つの稿は第 3楽章と第 4楽章に大きな相違がある。本
章における分析は、特に「リズム」、それも第 1 章で取り上げた「1 小節を 2 と 3 に分割す
るリズム」あるいは「1小節を 3と 2に分割するリズム」（以降、1小節を 2と 3 に分割する
リズムは「2-3 ブルックナーリズム」、1小節を 3と 2 に分割するリズムは「3-2 ブルックナ
ーリズム」と表記する。また、どちらをも示す場合は、単に「ブルックナーリズム」と表記
する）について取り扱う。最初に《交響曲第 4番》の原初形態でもある、A 稿の「ブルック
                                                                                                               
(15) 本章における分析では、全ての稿で新全集の楽譜を使用する。 
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3-1-1 A稿：第 1楽章 




















 A稿第 1楽章の展開部は 191小節目（練習番号 H）からである。展開部では、まず主要主
題が第 3 ホルンと第 1 フルートによって再び模倣的に現れるが、その後すぐに 2 本のフル
ートによって「2-3ブルックナーリズム」が奏される（197小節目）。197小節目以降、254小
                                                                                                               
(16) この第 1楽章の主要主題は、「ブルックナーリズム」とは関係がほとんどないものであるが、《交響曲第
4 番》全体とは関係の深いものである。第 1 楽章の主要主題自体は、第 4 楽章のコーダにおいて再現され





(18) 確かに 43 小節目以降の中心は「ブルックナーリズム」による旋律ではあるが、それと同時に主要主題
が縮小されたリズムも存在している。43 小節目では、2 本のフルートと第 1 ヴァイオリンが「ブルックナ
ーリズム」を、2本のオーボエと 2本のクラリネットが縮小された主要主題のリズムを奏している。なお、
これは A稿のみに存在する要素である。 
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ルックナーリズム」を奏していた金管楽器群が、251 小節以降 1小節を 3と 3に分割するリ
ズムを奏するようになるのも、おそらく 244小節以降の六連符の影響であると考えられる。
つまり、244 小節以降、「2-3 ブルックナーリズム」は 1 小節を 2 と 3 に分けるのではなく、
3 と 3に分けるリズムへと変容しているように思われる。しかし、1小節を 3と 3に分ける
リズムはたったの 3小節間（251 – 253小節）しか存在しないため、この部分だけで「2-3ブ
ルックナーリズム」が変容したと判断することはできない。この「2-3ブルックナーリズム」




 再現部は 379小節（練習番号 P）からであるが、ここでもまた、提示部と同じように主要








                                                                                                               
(19) 「2-3ブルックナーリズム」と、ずらされた「2-3ブルックナーリズム」が重なっているという証拠は、





(20) 339小節（練習番号 N）以降、弦楽器群が六連符を奏するが、これはおそらく 244小節以降に木管楽器
群に現れる六連符と関連している。この 339 小節から 381 小節までは、A 稿にのみ存在する部分である。
他の稿の第 1楽章における六連符については、3-2以降で取り上げる。 
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 再現部の Gesangsperiodeである 449小節（練習番号 R）以降、A稿の第 1楽章に「ブルッ
クナーリズム」は見られない。しかし、A稿特有の要素として挙げられるのは、コーダの 511
小節から 564 小節まで途切れることなく存在する六連符である。ここまで見てきた A 稿の
第 1楽章の特徴的な点を以下にまとめる。 
  
 1.  「ブルックナーリズム」は「2-3ブルックナーリズム」のみが存在。 
 2.  展開部以降、「2-3 ブルックナーリズム」と、（2/2 拍子の）1 拍ずらされた「2-3 ブ
 ルックナーリズム」が重ねられる。 
 3.  展開部で現れた六連符がコーダでも重要な要素となっている。 
 4.  ずれて重ねられた「2-3ブルックナーリズム」が再び統合されることはない。 
 
 以上の点を踏まえ、A稿の第 2楽章のリズム分析に進む。 
 
3-1-2 A稿：第 2楽章 
 A 稿の第 2 楽章では、「ブルックナーリズム」が現れることはない。しかし、楽章後半、













 また、第 2楽章で六連符が現れる 199小節目までの間に、六連符はもちろん、三連符でさ
えも一度も現れないことは注目すべき点であろう。第 2 楽章の前半は（4/4 拍子の）1 拍を
2 つに分ける部分が多いのに対して、後半（199 小節以降）は、（4/4 拍子の）1 拍を 3 つに
分けて進行する。つまり第 2楽章では、記譜されたリズムとして「ブルックナーリズム」は
現れないものの、「2-3 ブルックナーリズム」が潜在的に影響していると考えることができ
るだろう。第 1楽章同様、A稿の第 2楽章の特徴的な点を以下にまとめる。 
 
 1.  「ブルックナーリズム」は、記譜上には現れない。 
 2.  楽章後半（199小節以降）六連符が重要な要素となる。 
 3.  楽章全体で「2-3 ブルックナーリズム」のようなリズムの変化が起こっている。 
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 次に、A 稿の第 3楽章のリズム分析に進む。 
 
3-1-3 A稿：第 3楽章 





が 2/4 拍子、その他の楽器が 3/4拍子で記譜されることによって、複雑なリズムが形成され
る（譜例 4）。30小節から 73小節まで同様のことがくり返され、「3-2ブルックナーリズム」



































は、付点二分音符という 1小節を 3つに分けているとは考え難い音価が用いられている。 
 この問題に対して、明確な答えを出すことは第 3 楽章のみで考えていては難しい。そのた
め、第 4 楽章までそのリズムを分析した後で、改めて A 稿全体のリズムについて見てみる
ことする。ここではひとまず、A稿の第 3楽章の特徴的な点を以下にまとめる 
 
 1.  「3-2ブルックナーリズム」（と思われるリズム）が支配的。 
 2.  2拍子と 3拍子が同時進行する箇所が多数存在する。 
 
3-1-4 A稿：第 4楽章 
 A 稿の第 4 楽章が第 1 楽章と関係することは、冒頭から明らかである。11 小節目では第
1 オーボエによって、第 1楽章の主要主題が提示され、それ以降はその主要主題を模倣しつ
つ、徐々に縮小してゆく。第 4楽章で初めて「ブルックナーリズム」が現れるのは、第 4楽
章主要主題の中である。33小節目では「2-3ブルックナーリズム」、そして 34 – 35小節目で
は 2 小節かけた「2-3 ブルックナーリズム」が見られる（譜例 5）。その後 38 小節以降は六
連符あるいは三連符が支配的で、それは 68小節まで続く。その後は、再び第 1 楽章の主要
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 103小節（練習番号 C）以降の提示部 Gesangsperiode では、A 稿の中でこれまで一度も見
られなかった五連符が突如として現れる（譜例 6）。この突如として現れた五連符は提示部
の終わり（224小節目）まで、ほとんど途切れることはない。それどころか、161 小節目（練
習番号 F）以降や、181 小節目（練習番号 G）以降、トゥッティで五連符が奏されている。 









 コーダでは、539 小節以降の第 4 楽章主要主題の再現の中で「2-3 ブルックナーリズム」





察を試みる。ここでは、A 稿第 4楽章の特徴的な点を以下にまとめる。 
 
 1.  これまでの楽章で現れた、全てのリズム（「2-3ブルックナーリズム」、「3-2ブルック
 ナーリズム」、六連符）が現れる。 
 2.  楽章の多くの部分で「五連符」が支配的。 










3-2-1 B稿：第 1楽章 
 B 稿の第 1 楽章で、初めて「ブルックナーリズム」が現れるのは、A 稿と同様 43小節目
である。ここで提示される「2-3ブルックナーリズム」が、第 1楽章主要主題の提示に続い
て現れることは同様であるが、その現れ方に大きな違いがある。 
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 A稿の 43小節目では、「2-3ブルックナーリズム」は 2本のフルートと第 1ヴァイオリン









クナーリズム」を奏している。また、第 1 楽章全体は A 稿よりも B 稿の方が短くされてい
るにも関わらず(22)、51 小節以降のトゥッティ部分は、A 稿が 19小節（A 稿：51 – 69小節）
に対し、B 稿は 23小節（B 稿：51 – 73小節）に拡大されている。このことから、ブルック
ナーは改訂によって、「2-3 ブルックナーリズム」をより強く提示しようと試みていること
がわかる。 







の 137 小節以降すでに現れている。そして、この六連符は A 稿のように突如として現れた
ものではなく、明らかにそれ以前の「2-3ブルックナーリズム」が変化して現れたものであ
ることがわかる（譜例 7）。 
 展開部は A 稿と同様、「2-3ブルックナーリズム」と（2/2拍子の）1拍ずらされた「2-3ブ
ルックナーリズム」が重なる（226小節以降）。A稿では、常に 1拍ずらされた「2-3ブルッ
クナーリズム」が存在していただけで、「3-2 ブルックナーリズム」は現れなかった。しか
し、B 稿では 240小節以降オーボエが明確に「3-2ブルックナーリズム」を奏している。 
 再現部も提示部と同じく、「2-3ブルックナーリズム」が多く見られる。また、A 稿と同じ
く、再現部主要主題群の後半、トゥッティで「2-3ブルックナーリズム」が奏される部分（A




符は見られない。以下に B 稿第 1楽章の特徴的な点をまとめる。 
 
 1.  A 稿よりも「2-3 ブルックナーリズム」が強調されている。 
                                                                                                               
(22) A稿の第 1楽章は全 630 小節、B稿の第 1楽章は全 573小節。 
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 2.  「2-3 ブルックナーリズム」が様々な形態（「3-2 ブルックナーリズム」や六連符な
 ど）に変化する可能性を示唆している。 
 3. A 稿と異なり、六連符は重要な役割を果たしていない。 
 4.  ずれて重ねられた「2-3 ブルックナーリズム」が再び統合されることはない（A稿と
 同様）。 
 
3-2-2 B稿：第 2楽章  
 B 稿の第 2 楽章は、音楽の内容自体は A 稿と変わらない。また「ブルックナーリズム」
が第 2 楽章の中に現れることがないのも A 稿と共通している。一方で、A 稿で楽章の後半
の中心となっていた六連符は、B稿ではそこまで強調されることはない。 
 B稿で六連符が現れるのは 221小節（練習番号 P）以降である。A稿では、楽章の頂点を
築くプロセスの最初から六連符が用いられているが、B 稿では楽章の頂点のみに六連符が用
いられている。また、A稿は第 2楽章の終わりまで、六連符が用いられ続けていたが、B稿
では第 2楽章の終わりでは用いられていない。B稿はわずか 14小節間（221 – 234 小節）の
みに、六連符が用いられているのである。 
 B稿では、六連符が使用される範囲は狭められたものの、楽章の前半に六連符や三連符が





 1.  「ブルックナーリズム」は、記譜上には現れない（A稿と同様）。 
 2.  A 稿に比べて六連符の使用は限定的。 
 3.  楽章全体で「2-3 ブルックナーリズム」のようなリズムの変化が起こっている。 
 
3-2-3 B稿：第 3楽章 
 B 稿の第 3 楽章は、A 稿のものとは全く内容が異なる。A 稿では「3-2 ブルックナーリズ
ム」（と思われるリズム）が支配的であったが、B稿の第 3楽章は明らかに「2-3 ブルックナ






 A 稿のトリオでは、主部の「3-2 ブルックナーリズム」が影響を与えていたが、B 稿のト
リオは、リズムの面では主部の影響は全くない。しかし、A稿では一貫して 3/4 拍子であっ
た第 3楽章が、B稿では主部は 2/4 拍子、トリオは 3/4拍子に書き変えられたことも、おそ
らく潜在的な「2-3 ブルックナーリズム」を反映するためであったと考えることができる。
B 稿の第 3 楽章の特徴的な点を以下にまとめる 
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 1.  「2-3ブルックナーリズム」が支配的。 
 2.  第 1楽章の「2-3 ブルックナーリズム」のずれが見られる。 
 3. 主部の 2拍子に対してトリオが 3拍子になることで、潜在的に「2-3ブルックナーリ
 ズム」を形成する。 
 
3-2-4 B稿：第 4楽章 
 B稿の第 4楽章は、完全に書き直されたものであるが、主題などの素材は、A稿と共通す
る。A稿同様、B 稿の第 4楽章も第 1楽章の主要主題を用いて開始される。第 4 楽章で初め
て「ブルックナーリズム」が現れるのは、第 4楽章主要主題の中であるのも、A稿と共通す
る。34小節目では「2-3 ブルックナーリズム」、そして 35 – 36小節目では 2小節かけた「2-
3 ブルックナーリズム」が見られる（譜例 5）。その後、三連符が現れるが、A 稿よりも短い
もので、構造の中心にはなっていない。 
 A 稿の提示部 Gesangsperiode で特徴的であった五連符は、B 稿では書き変えられている。
Gesangsperiodeの主題は A 稿と同様の主題であるが、五連符を用いていた箇所は「2-3 ブル
ックナーリズム」あるいは 3 つの四分音符と 2 つの八分音符に書き変えられている（譜例
9）。その後も五連符が現れることはなく、展開部に進む。 
 展開部でも五連符は見られない。展開部の後半 263 小節（練習番号 O）以降は「3-2ブル
ックナーリズム」が見られるが、すぐに第 4楽章主要主題の展開に入るため、「3-2ブルック
ナーリズム」はわずかな間のみに見られる。 




でコーダの中心となっていた五連符はなく、その代わりに B 稿では 459小節以降（2/2拍子
の）1拍ずらされた「2-3ブルックナーリズム」が重なることで、またも「2-3ブルックナー
リズム」のずれが生じている。B 稿では、このずれが解決されることはないまま交響曲全体
が終結する。以下に B稿第 4楽章の特徴的な点を以下にまとめる。 
 
 1.  これまでの楽章で現れた、全てのリズム（「2-3ブルックナーリズム」、「3-2ブルック
 ナーリズム」、六連符）が現れる。 
 2.  A 稿の「五連符」は全て別のリズムに変更。 
 3. コーダは「2-3ブルックナーリズム」が中心となるが、第 1楽章や第 3楽章に見られ
 た「ずれ」が生じた状態のまま終結する。 
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3-3 C稿における「ブルックナーリズム」（C稿：第 4楽章） 
 B 稿と C 稿で異なるのは、その第 4 楽章のみである。そのため、本節では C 稿の第 4 楽
章のみを取り上げることにする。第 1楽章から第 3楽章までのリズムの面における特徴は、
全て B 稿と一致する（本論文 3-2-1、3-2-2、3-2-3参照）。 
 B 稿の第 4 楽章は、その内容において A 稿と非常に近い状態であった。A 稿と B 稿の最
も大きな違いは「五連符」の存在であることは確かである。しかし、B 稿と C稿の第 4楽章
は、その内容自体も大きく異なっている。そのため、リズムの面でも様々な変化が起こって
いる。 
 まず、A 稿と B 稿では最初に第 1 楽章主要主題が再現されていたが、C 稿の第 4 楽章で
は、第 1 楽章主要主題を明確に再現することはない。その代わりに、A 稿と B稿では第 4楽
章主要主題の提示と共に現れた「2-3ブルックナーリズム」が、C 稿第 4楽章では、主要主
題の提示前である 29 小節以降見られるようになっている(23)。さらにこの「2-3 ブルックナ
ーリズム」は（B 稿・C稿の）第 1楽章や第 3楽章と同じように、（2/2拍子の）1拍ずらさ
れた「2-3 ブルックナーリズム」をも生み出す（35 小節以降）。主要主題は、A 稿、B 稿の
第 4楽章と同じように「2-3ブルックナーリズム」を含んでいる。 
 主要主題の提示後 51 小節以降は、六連符や三連符が中心となる。これは提示部
Gesangsperiode まで続くもので、A 稿や B 稿には見られなかった特徴でもある。
Gesangsperiodeの主題自体は A 稿や B 稿と共通する（B 稿同様、五連符は無い）。これまで
の稿と異なるのは、提示部終結部分である。C 稿では、提示部終結部分にあたる 155 小節





 さらに、展開部でも C稿は六連符（あるいは三連符）が多く書かれている。例えば 295小




弦楽器群が、（2/2 拍子の）1拍を 3つに分ける二拍三連符が連続する六連符を第 4楽章の終
結まで奏し続けている。つまり、C稿では明らかにこれまでの稿とは異なったリズムの変化
が起こっていると考えることができる。C 稿の第 4 楽章における特徴は以下の通りである。 
 
 1.  これまでの楽章で現れた、全てのリズム（「2-3ブルックナーリズム」、「3-2ブルック
 ナーリズム」、六連符）が現れる。 
 2.  A 稿や B 稿とは異なり、主要主題の提示前から「2-3ブルックナーリズム」を提示。 
 3. 楽章全体が「六連符」中心。 
                                                                                                               
(23) このホルンに現れる「2-3ブルックナーリズム」は、16分音符のアウフタクトが付けられていることで、
第 3楽章主部の主要主題と関連付けられていると考えられる（Röder 2010: 173）。 
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 D稿は、すでに第 2 章で取り上げたように、C稿を基にして主にオーケストレーションの














 ートとピッコロを持ち替える第 3 フルート奏者がスケルツォと最終楽章に追加さ
 れ、最終楽章の最初のクライマックスの到着点にシンバルの一打が追加された（76
 小節）。シンバルは同楽章のコーダでも、ピアニシモで 2 回打たれる（473 小節と





                                                                                                               
(24) 1. Bruckner altered the form of certain portions of the scherzo and finale. [...]2. This score-like all of the others 
published during Bruckner's lifetime-contains an abundance of performance indications (primarily markings of 
phrasing, dynamics, articulation, and tempi) absent from both Bruckner's earlier unpublished manuscript versions and 
the modern critical edition based on them. In addition, metronome markings were added at the beginning of each 
movement and at m.43 of the finale. These new indications probably do not reflect a changed interpretative concept on 
Bruckner's part but simply make explicit nuances taken for granted in earlier unpublished and thus essentially private 
manuscript versions. 3. Pervasive changes were made in the orchestration, especially in heavily scored tutti passages, 
in which the brass writing was generally lightened, and the musical profile sharpened by highlighting important lines 
and uncluttering the texture. [...]Two new instruments were also added to the score: a part for a player doubling third 
flute and piccolo was added in the scherzo and the finale, and a cymbal crash was added to a climactic arrival point 
early in the finale (m.76), as were two pianissimo cymbal strokes in the coda of the same movement (mm.473 and 477).  
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図 4: 《交響曲第 4番》A稿のリズム変容プロセス 
 




プロセスである。A稿は第 1楽章の「2-3ブルックナーリズム」と六連符、第 2 楽章の潜在
的な「2-3ブルックナーリズム」、第 3楽章の「3-2ブルックナーリズム」を経て、第 4楽章
でそれらをわずかながらも再現しつつ、最終的に五連符へと至る。 
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図 5: 《交響曲第 4番》B稿のリズム変容プロセス 
 
 B稿もまた、第 1 楽章で提示される「2-3ブルックナーリズム」が、全楽章を通して変容





 C 稿は、第 1 楽章から第 3 楽章までは B 稿と同じであるが、第 4 楽章が全く異なる内容
になっていた。これまでの楽章で現れた、全てのリズム（「2-3 ブルックナーリズム」、「3-2
ブルックナーリズム」、六連符）が現れることは、A 稿や B 稿と共通しているが、C 稿では






図 6: 《交響曲第 4番》C稿のリズム変容プロセス 
 
 C稿の六連符が「2-3 ブルックナーリズム」の中から現れることは、すでに明らかにした
（本論文 3-2-1、3-3、譜例 7参照）。このことから、A 稿だけでは謎に包まれていた A 稿第
1 楽章で突如として現れる六連符が「2-3 ブルックナーリズム」と本来は関係するものであ
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奏法とオーケストレーションであったことがうかがえる。その結果 A 稿の第 4 楽章で特徴

















                                                                                                               
(26) Ich bin zur vollen Überzeugung gelangt, dß meine 4. romant. Sinfonie einer gründlichen Umarbeitung dringend 
bedarf. Es sind z B. im Adagio zu schwierige, unspielbare Violinfiguren, die Instrumentation hie u[nd] da zu überladen 
u[nd] zu unruhig. 
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譜例 1: A稿第 1楽章主要主題（1 – 6小節） 
 
 
譜例 2: A稿第 1 楽章「2-3ブルックナーリズム」のずれ（203 - 206） 
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譜例 5: A稿第 4楽章主要主題（29 – 36小節） 
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譜例 8: B・C稿第 3楽章主要主題（1 – 7小節） 
 
東京音楽大学大学院 博士後期課程 博士共同研究 A   




譜例 9: B稿第 4楽章 Gesangsperiode主題（75 – 78小節） 
 
